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直線型経営情報システム設計法の実際とその利点1

粟 野 敏 雄*

1. 緒 言

電子計算機によるデータ処理においては，初期のデータの決定から最終の処理l乙至るまで，情報の

流れが11頂序立って行われるようにされていなければならない.そのため， ソフトウェア(電子計算機

利用技術) , すなわち， 事務を電子計算機によって機械化するための設計法については，幾多の方法

が発表せられている.たとえば， 1. B.M. のデシジョンテ{ブルを使用する設計方法，また資源使

用明細書，活動的明細書，オベレーションというような段階的な手順による設計方法，情報分析を行

ってシステム設計ーをする CANNING の方法 (IPA) , G. E. の表とディクショナリーを使用すること

により，他人の書いた決定機構表を理解して作業を進めてゆく設計方法 (TABSOL) などがある.し

かし，いずれもシステム設計の可能性が発表せられているだけであって，理論的な解析の発表はなさ

れていない.そして， これらの方法は何れも現状把握，システムの改善，投入資料と作成資料，時に

はプログラミングをも同時に行わんとするため，非常に難解になり，システム・アナリストとしての

専門的な知識を必要とする.

ここに述べんとする直線型システム設計法は，その骨子は PERT 法の原理を基礎としてシステム

設計に必要な要素を全部集め，必要かつ十分な要素を選出し，設計のための種々の技法を研究し，実

用に適することが出来るよう，順序よく秩序立てて組立てシステム設計法としたものである.従っ

その原理は非常に明解であり，技法は詳細に互り説明されているので，誰にでも運用でき，応用範囲

て，は非常に広い.

また，本設計方法は PERT 法の使用が出来るため，従来，ほとんどなおざりにされていた設計の

最小日程の算出，最適設計の根拠を与えることができ，的確な経済的考察の基礎を与えることができ

7こ.

2. 直線型経営情報システム設計法の背景とその概要

アプリケーション・ウェアと呼ばれるこの分野のシステム設計-は，従来より一定の型がなく，従っ

て非常に大きな業務システムの機械化には個々人特有の技能を必要としていた.しかし，電子計算機

t 1969年 1 月 27 日受理. 1969年 6 月 30 日再受理.
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によって事務を機械化するためのいくつかの重要な段階のうち，システム設計は，資料処理システム

が経営管理につながる接続点としてのアウトプットの設計，資料処理システムの規模を決定するイン

プットの設計，電子計算機の稼動や種々のオベレーションを規定する中間処理過程の設計，機械化後の

情報処理組織など，すべて ζ の段階において決定されるから，非常に重要なステップを占めている.

一つの対象業務に対し，限定された目的のために機械処理のプロセスを作成することは比較的存易

である.しかし，大企業のような大組織を持つ事務を機械化するためには多くの対象業務のシステム

設計を同時に行う必要があり，非常に多くの人をシステム設計に従事させる必要が生じてくる.そし

てこれらの密接なつながりをもった社内の事務処理網を多くのサブシステムに分割し， これらをある

いは並列的tL，あるいは直列的に個別にシステム設計を行って，再び統合ファイルで結合しようとい

う所調事務の綜合的機械化(トータル・システム)に対しては困難な問題が多く，だれでも容易に運

用することの出来る定型化されたアプリケーション・ウェアの出現が要望されていた.

また， MIS 情報システムとかトータル・コントロール・システムのような各々が分業をして並列

的に作業を進める場合，または，他の行われつつある作業と密接な連絡をとりながら作業を進める場

合には，当然， コード記号，帳票に関する設計手続，通信設備，計算設備上より生ずる制約条件，チ

ーム相互間およびプログラマ・グループとの連絡，経営者管理者側の要求との適合性等の問題につい

て共通の設計法が必要とされてくる.これらの要求に基いて専門のシステム・アナリスト，プランナ

でなくともシステム設計ができるために本システム設計法が作成されたのである.その結果，従来問

題とされていた諸点が解決され， システム設計は急速に発展した.

図 1 は紙面の都合上直線型経営情報システム設計法の概要を簡単に説明するため，要素のみを構成

図を用いて示したものである.詳細は参考文献を参照されたい.

3. 実施例

3・1 実施中に遭遇した若干の問題点と設計例

「会計決算事務」の機械化について述べる.機械化対象業務が大規模であるから，そのシステム設

計は当然幾多のサブシステムに分割して行わなければならない.所調グ部分的業務の機械化グ設計を

行い，それを集合することにより一つの対象業務とする.まづ，決算を中心として資金，固定資産，

予算等の 4 に大別して，簡易支払実施機関としての取扱局等から，決算単位局としての通信部等， さ

らに計算単位部局としての本社・通信局，全国集計単位としての本社まで， どのような帳簿があり，

報告書が提出されているかを調査しに現場から本社まで百数十種に及ぶ報告書作成の詳細な流れそ

抱撮して，機械化できる帳簿や報告書の作成と機械化できないものとに分けたのであるが，組織，法

規など制度上からくる制約などの関係もあって，非常な困難を痛感したのであった.使用する帳票に

も関聯性を有するものが多い. しかし，各サブシステムごとに分担されて設計されたので，サブシス

テムととのコードの種類が違ったり，付与の仕方が統ーされていなかった.ζれらのコード表を作成

するのに幾度も会議を聞き，既設のコードとの関係，将来を考慮し，大部門，中部門，小部門などに

おける冗長度を考え，かつ必須と任意の各要素欄を設けた.また，たとえば，物品伝票，各種内訳書
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ローマ字にしたり，種々の点で一定でなの作成など地名，物品名，宛名などをカナ文字で書いたり，

ζ れらのすべてに互って共通するよう統一性を図ったのである.

特iζ，投入資料をめぐる関聯サブシステムとの関係では，作成資料はその使用沼的に応じ，非常に

多くの種類が撃を求されているのであるが，その糠となる原給資料は実際に調査してみると，意外に少

いことが多かった.

重複投入は絶対に避けなければならないのである数である.電子計算機にデータを投入する場合，

が，現実にはこの数少い原始資料が各作成資料に共に使用念れていのるであるから， これらの調殺を
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し重複投入が知らない聞になされないように注意を払った.

システム設計の過程において，当然，他のサブシステムで行われていると思っていることが行われ

ていはかったり，その速度が一様でなかったりすることが多い.会計決算の業務では，施設，建設，

運用，営業，資材，経理……などの業務の決算関係のシステム設計が同一歩調でなされるよう個別

打合せ，綜合打合せ，または責任者を交えた会議を間断なく開催して，相互の連繋を密lとするよう配

!曹、をした.

基本ファイルの設計，特lと投入周期の決定などについても，すべてサブシステムに関連そもつもの

で同様な ζ とが言える.

対ま:無事事 会計決算

仁王ご仁王
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図 2・ 3 対象業務「会計決算J 2c 作成資料明細表「月次資産表」

システム設計をしてみて，始めて知らされることで意外に思ったのは，例外処理と判断点、の多いこ

とであった.これらは機械化以前に多大の時聞を費しでも標準化しておくべきであるが，システム設

計途 kにおける困難な問題の一つであった.

|実12・ 1- 閃 2・ 11は「会計決算のシステム設計書j の中から，実例として，投入資料明細表とその伝

禁の」部，作成資料のうち，月次資産表明細表，支出内訳書とそれが電子計算機でプリントされた報

告書，改善概略図と機械処理工程図を示したものである.

3・2 PERT 計算

要素Tこる各作業の所要日数の見積りは，過去の経験から決定できるから，容易にネットワーグを組

立てることができる.従って， クリテイカル・バスを求め，最短日程の決定を行うことができる.
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図 3 は，下記の作業担スト iとより作成されたシステム設計の PERT ネットワークである.

i 作業リスト
巧汚ケ; 作業内容

(1. 2) システム設計の方針の指示など

は， 3) 現状認交の呂的

(3. 8) I 帳票の調査
(3 , 4) 1 数値芸誌の調査

(3 , 5) I 現状分析図の作成
(4 , 8) I ダミー
(5. 6) I 現状概略図の作成
(6. 8) : 例外処理等の調査

(6 , 7) 判断，ßの謁査

(7. 8) I ダミー

(8. 9) I 現状事務処理明細表の作成

以下省臣告する.

4. 直線型システム設計法の利点

所要旨数備 考

5 

2 

2 

2 

3 

0 

2 
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作業記号 先行作業

イ |なし

ロ i イ

ノ、

い
れJ

 

ロ

ロ
一
ホ
ム
ヘ
ト
チ
・
ぬ
リ

口

J、、

J¥ 

ノ、一, ーー， ト，チ

øß題はより直線讃システム設計法がある場合とない場合とにおいて，システム設計における作成日

程を比較すると，本システム設計法がない場合には単純に考えて直列に並んだ作業の場合として計算

できるから，作業要素の決定，作業の!煩序づけというものを決定する時需は考慮に入れないものとし

ても，機械作業によるものの場合は 175 日，手作業によるものの場合は 111 日となる.本システム設

計を採用した;場合は，作業日数はそれぞれ 128 S , 72日となり，少くとも，それぞれ47S ， 39 日の短

縮となる.

本システム設計法は，その構成上 PERT 法が全面的に導入出来るので，最適設計が可能である.

PERT ネットワークにおいて， 費用勾配， 襟準余裕，特急余裕をそれぞれ C/h E/ j, eij とすると，

総費用勾配 C (広玄)は，

C(x， x) ロr.C/j 十 r.C/j - r.C/j 
jE=X ;E=X ieX 

jE=X jeX jeX 
EiJ:五O， <lj>O 'ij=O EjjくG

で与えられるから C(X， X) の最小植を求めてゆけばよい.

電子計算機のためのシステム設計の分野は日なお浅く，成果を示す理論の導入が遅れているため，

その根拠を示し，具体的に数字などで表現する ζ とが菌難であった.今回の設計法は，そむ考え方に

PERT 法の原理を導入し， この解決在了図ったものである. その結果， システム設計に必要かつ十分

な要素が努確にせられ，それらが頗序よく秩序立てて整理され，体系づけられたため，システム設計

の困難性が減少したこととシステム設計の作成日程が非常に短縮できること，最適計算を根拠づける

ことができ，システム・アナリストとして心専門的な知識を有していない人々でも容易にシステム設

計ができること，多くのサブシステムを同時に波列的に関連性を持たせながら，システム設計ができ
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るなど，システム設討を理論上からも経済上からも，確信をもって実行することができるようになっ

た.

特に，従来定形化されていなかったため，困難を生じていた非常にスケ{ルの大きな，複雑な業務

のシステム設計，特殊な業務のシステム設計，全然始めての業務に対するシステム設計に応用して，

その効力を発揮することができる.

5. 結言

直線型経営情報システム設計法は，昭和37年から約 2 年間の日月をかけて完成したのである.爾米

43年度末までに本設計法を基礎として設計され，現在機械化されている業務は，会計決算，閤定資

産計潔，給与計算，営業統計，職員統計，建設工事工程管理，保全管理，在庫管理，資材予定部格積

算，市外トラヒック予測，工事命令発出，実施計画の設定など本社計闘業務 41，通信局計画業務 145

業務(臨時計算は除く〉の多きに達しており，今後も多くの業務の機械化が計画されている.

本設計法は，技法の点においては，技術の進歩とともに発展はしているが，その基礎においては侭

等の変化もなく，経営情報システム設計法作成上一つの体系を与えるものと思われる.
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